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図　16 700mb面風ベクトル（1972年7月）
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図　31　短時問降雨予測結果（1970年6月14日15時～16日16時　）
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図　32短時間降雨予測結果（1961年6月27日2時～28日9時）
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雨域の移動を考慮した伊那谷における短時間降雨予測について一中根
の2時問先の予測は図に示すように良好な結果は得られなかった、
　（3）昭和36年6月27日～28日の予測結果
　　この間の天気は，関東から九州にかけて梅雨前線が横たわっており，日本の南方海上に
は台風6号があつて北上し，日本の南岸に近づくに従って弱まり熱帯低気圧となり，その後
前線に沿って北東に移動するという状況にあつた．このため，南方海上の温暖湿潤な下層の
大気が中部から関東地方にかけて入り込み，各地に大雨を降らせた．特に，伊那谷は厚い積
乱雲におおわれ未曽有の集中豪雨に見舞われた．
　強雨域の移動方向は，時問等雨量線図から判読される強雨域の移動方向および強雨域の長
軸方向から27日24時まで北東進，28日9時まで東進と推定した．移動速度は強雨域の移動
状況から推定が困難なため45km／時と仮定した．予測対象地点は伊那谷の飯田と木曽山脈
の西側の恵那とした．
　図32は予測結果を示したものであり，1時問先の予測では昭和54年6月，昭和45年6月の
予測結果と同様に良好な予測結果となつている．しかし，飯田地点の27目12～13時の予測
に見られるように予測値が遅れている場合もあるので注意する必要がある．なお，2時間先
の予測では良好な結果は得られなかつた．
■　むすぴ
　中小河川のような洪水到達時間の短いところでの洪水予測には，1～2時問先の時間単位
の降雨予測が必要であり，この短時問降雨予測手法として，実況の時間等雨量線図を用いた
単純外挿法による予測手法を紹介した．この根拠となつたのは3、で述べたように，広域の時
間等雨量線図を眺めた時，強雨域の移動が2～5時間程度追跡できたことによる．
　この手法により予測計算した結果，1時問先の予測ならば，ほぽ妥当な結果が得られる一
ただし，豪雨の立上り部で予測が遅れることがあり，この点については今後検討を加える必
要がある．また，2時問先の予測については，この手法では良い結果が期待できないことも
明らかとなつた．この原因が伊那谷という特殊な地形によるのか，複雑な降雨の発達・滅衰過
程によるものかは今後検討を加えて行く必要がある．
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